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Montherlant のくPort-Royal)

をめぐって

宮 孝 顕

Henry de Montherlant の劇作のうち，最高の傑作は「死せる王妃」＜La reine morte) 

(1942）と云われているが，一部の批評家の間では，「ポール・ロワイヤJレ」（Port・Royal)

こそ最もすぐれた作品だと高く評価されている。 Jean-Jacques Gautier は，この戯曲の

高貴，簡潔，純粋，均整，圧縮，勇気などの特質を強調し，乙れ乙そモンテノレランの最
(1) 

高の傑作であると断言している。また Julien Green は次のような劇評を書いている。

「モンテルランの（Port・－Royal）は，読んだ時よりも舞台で見た時の方が十倍も美しく思

われた。ジャンセニストのきびしさ溢れる乙の芝居の台詞ひと乙とひと乙とに耳を傾け，

2 時間半も身動きせずにいた。作者は宗教上の苦悶を巧みに観客に伝え，観客の大部分は

思寵の問題には全く縁がなく，また聖体拝受を禁じられてもいっとう構わない人たちで

あるが， la S偲ur Angelique de Saint-Jean の言葉を聞けば彼女とともに苦しまずにはい

られないのである。文学的な面からみても，人間精神の面からみても，われわれは美の

偉大なる作品をもったわけである。創作界不振の時代であるだけに一層光彩を放つよう
(2) 

に思われる。との作品は作家の光栄をしっかりとうちたてるものである。」（Henry de 

Montherlant）の著者 Georges Bordonove も亦，乙れまでは（La reine morte）や「サ

ンチァゴの騎士団長」（Le maitre de Santiago) (1947）が最高の傑作と云われてきた
(3) 

が，今後は（Port・Royal）がその位置を占めるだろうと述べている。

乙の戯曲を最初に読んだ時は， Port-Royal についての予備知識が不足で，正直に云っ

て，あまり興味はわかなかった。しかし， 1954 年 12 月 8 日， Jean Meyer 演出のもと

に Comedie-Fram;aise (Salle Luxembourg）で初演されたとの芝居は非常な好評であっ

た。俳優も， la S偲ur Angelique lとは Annie Ducaux, la S偲ur Fram;oise には Rene
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Faure，ノf リ大司教には Jean Debucourt という顔ぶれであるからどんなに素晴らしい

舞台であったかが想像された。そして乙の芝居をノマリで観て来た人々に尋ねると，議論

が多くて難かしいが，とにかく見ていて深い感動を受けた，という答であった。その後，

演劇誌＜Theatre de France）第 5 号（1955）でカラーの舞台写真を見，また 1957 年

Pa the から乙の作品の上演全部を録音したレコードが出たのでこれを聞いた時私は J.. 

J. Gautier その他の批評家の言の妥当な乙とを納得し，改めて乙の作品について研究し

モンテルランという偉大な作家に少しでも近づきたいと念願したのである。

<Port・Royal）の成立過程

モンテJレランが Sainte-Beuve の＜Port-Royal）を読んだのは 1929 年，北アフリカの

Alger である。 1925 年（29 才）以来ノf リを去り，「追いつめられた旅行者」（Voyageur

traquめとしてスペイン，イタリヤ，アフリカなどを転々とし，「三十男のクライシス」

( crise de l'homme de trente ans）に悩みつづけたが，漸くそれもおさまった頃であっ

た。 Port-Royal をめぐる数々のエピソードのドラマティクな性格に心打たれ，いつか乙
(4) 

の僧院についての戯曲を書こうと決心したのである。

11 年後になって初めてその決意を実現し， 1940 年 4 月， ドイツの大軍が押寄せる数

日前に＜Port・Royal）を書き始めた。しかし，間もなくこの作品執筆を中止して，短期

間ではあるが戦線に赴く。休戦後，再び｛Port・Royal）に取かかったが，なかなか難渋し，

1942 年の夏に漸く書きあげたのである。乙れが（Port・Royal）の第一稿であるが，占領

下で上演される見込はなかった。終戦になってからは，（Le maitre de Santiago）を書

き，この方を先に上演した。その後 1948 年，（Port-Royal）を読み返したが出来栄えに

不満足で，そのまま机の曳出しにしまった。更に 1953 年，また読み返し，第一稿の失敗

を認め，第二のくPort-Royal）を執筆したのである。僧院史の他のエピソードに想を

得，最初の（Port-Royal）とは全く趣の異なる作品が出来上った。第一稿の場面は， mo・

nastere des champs で 4 幕からなっていたが，今度の作品の場面は faubourg Saint-Jaeｭ

ques の monastere で，幕間なしの長い一幕物である。そして，第一稿の時ほど史実に

とらわれるととなく， 1664 年 8 月 21 日と 26 日の 2 日に起った事件を 1 日にまとめ，
(5) 

古典劇lとみられるような，時，場所，筋の三単一の芝居が出来上ったのである。
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主題

主題と云っても，普通の芝居にみられるような物語の発展はない。 17 世紀の後半，

ジャンセニストが受けた迫害の主要なエピソードのひとつであり，最初から緊張した場
(6) 

面がつづく。 Jansenius の書（1’Au別.stinus）を異端とする法王の教書に従わない Port-

Royal の修道女たちに対してどういう決定がなされるか，それを待ち，怖れる彼女らの

不安動揺がひしひしと感じられる。中心人物とも云うべき la S偲ur Angelique de Saintｭ

Jean はジャンセニスムを奉ずる名門 Arnauld 家の一員であり， Port-Royal 修道院の改

革者 la mere Marie-Angelique de Sainte-Madelaine の姪にあたる。修道女たちは団結

しているが，全部の修道女が同様である筈はなく，若い la S偲ur Marie-Fran~oise de 

l'Eucharistie の知きは，神秘主義的魂の持主で，（Moi, je suis une petite goutte qui 
(7) 

seche si elle est detacbee de la source）と云うほど，祈りに恵念する純粋な女性である。

彼女は地上の争い， Port-Royal の尼僧たちの抵抗にさえも疑いをもっ。

la S但ur Angelique は高慢，峻厳，冷淡に見えるが，その反面には神経質な弱さ，謙虚，

愛情などを持ち合わせ，常に自分を苦しめる傾向をもっ複雑な女性である。彼女とは対

照的に，ジャンセニスムの権化のように信仰に徹しているのは元僧院長で，やはり Ange­

lique の叔母の一人である la Mere Catherine-Agnes de Saint-Paul である。 la S偲ur

Angelique が動揺するのをみて彼女は問う。〈…·ｷ ｷ Vous croyez en Dieu, et vous craignez 
(8) 

quelque chose ？〉乙れに対する Angelique の答は，（Je me crains.-Je crains aussi tout 

le reste. Vous vous souvenez de la petite Sombreu日 quand elle disait: (J’ai peur des 

arbres. J' ai peur de l’eau. J' ai peur du vent. J’ai peur de tout.) Moi aussi, j’ai peur 
(9) 

de tout.）とその不安と恐怖は深刻である。彼女は更に，八月の堪えがたい暑さと心の

苦しみを吐露する。（Comme je !'attends, ce premier de Septembre I Encore cinq jours! 

Alors, au bout de nos jardins, on recommencera de sentir l'odeur des champs. Seρtem­

bre se relache. Mais AotU est tout dur et en f eu. ( Glissant /es doigts sous le bandeau 
(10) 

de sa co抗fe)-Que ce bandeau me serre r……> la Mere Agnes は彼女の弱さを責める。

〈・…··Je vous accuse de la part de Dieu de preferer la nature a la grace, et, dans la 

nature, de ne trouver pas m~me le courage. Vous excluez le courage et vous excluez 

la grace. Que vous reste・t・il ？）乙れに続く la S偲ur Angelique の台詞は，（Pardonnez-

moi, ma Mere, mais me voici tout devant les Portes des T句会bres, et je crois en effet 

qu'il ne me reste rien. Si j’avan~ais d’un pas de plus···…D針a le vent qui sort des 
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Portes fait vaciller la flamme de ma lampe ; s’il arrivait qu'il aille l'eteindre? D剖a je 

ne peux plus parler, ma langue se colle a mon palais, et les prieres que je voudrais 
(11) 

faire ne seraient pas des prieres mais des eris.）引用がやや長くなったが， la s田ur

Angelique と la Mere Agnes の信仰に関する問答は前半の最も興味ある部分である。

正午の鐘が鳴るとともに， Paris 大司教 M. de Beaumont de Perefixe が高位の聖職

者たちを従えて入って来る。修道女たち全員を集め，（1’Augustinus）に含まれる五箇条

の命題を有罪とする「認定書」に署名する乙とを改めて要求するが，僧院長をはじめ，

尼僧たちは依然としてそれに応じない。妥協と譲歩をあくまでも排除しようとする空気

がみなぎっている。署名するととはジャンセニスムを信奉する彼女らにとって良心に逆

うことであり，従って神にそむく乙とになるからである。大司教は就任して 4 カ月しか

たたないが， Port-Royal のために 25 才も年をとったようだと嘆いている。また，彼女

たちのととを，＜Elles sont pures comme des anges, et orgueilleuses comme des demo・
(12) 

ns.）と云っている。しまいには業をにやし，彼女らを反逆者とみなし，夜、蹟を禁ずると

宣言する。更には，警察当局者，武装した警官の居並ぶ前で，追放されるべき 12 名の

修道女の名を読みあげる。（乙の 12 名については，野心ある修道女 la S田ur Flavie の

密告によるものであるととがあとでわかる。〉大司教が，＜Refoulez ces filles dans la 
(13) 

cloture. Elles vont partir sur l'heure.）と云うと，尼僧たちの聞から（Dieu est contre 

nous ！）という芦さえも洩れる。 乙の騒ぎの間祈り読けていた la Sreur Fram;:oise は，

大司教に向い， 宗教団体に対する乙の不当な弾圧を烈しい勢いで非難する。それまで

は， 「認定書」に関する争いにはとかく無関心であった彼女であるが，今乙の迫害を目

前にして，天啓を受けたように積極的な抵抗に踏みきるのである。大司教一行の立去っ

たあと，やがて乙乙を出て行かなければならない la S信ur Angelique と残留する la

S巴ur Frarn;:oise との別離の場面が乙れに続く。 la Sreur Angelique の信仰に対する疑
(14) 

いは更に深まる。（Un doute ..… ·sur toutes les choses de la foi et de la Providence.) 

彼女からはすべてが失われてゆくような気がする。＜Qu'ai骨 fait pour ~tre a ce point 
(15) 

abandonnee ？）とひとりつぶやく。 la S田ur Franc;:oise に対しては乙れまでのように冷

たい態度ではなく，抑えかねる愛情さえも見受けられる。 しかし， la Sreur Franc;:oise 

には（Portes du Jour）が聞かれるのに反し， la S田ur Angelique は（Portes des T卸会

bres）に向う。（Pour moi, j'ai franchi les Portes des Tenebres, avec une horreur que 
(16) 

vous ne pouvez pas savoir et qui doit n’~tre sue de personne.) 
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〈火の車〉に乗せられて彼女たちが立去ったあと，それに代る 12 名の S但urs de la 

Visitation Sainte・Marie が入って来る。礼拝堂から聞乙える尼僧たちのミサのコーラス

が高まる中l乙黒づくめの服装をした（S偲urs de la nuit）が一人づっ入って来るとこ

ろで幕がおりる。

全く drame interieur であり， statique な芝居である。舞台はなんの装飾もない修道

院の応接室のひとつ。灰色の壁を背景に出はいりする尼僧たちは真白な衣，胸に真紅の

大きな十字を染めぬいた肩衣，そして頭に黒い布をつけている。 pittoresque で動きの

多い芝居とはおよそ反対で，ギリシャ劇に近いものである。問題を提供するドラマでは

なく，長年にわたる Port-Royal の紛争をただ一日のうちに展開する。舞台に描き出さ

れるのは眼に見えぬ心の動き，それが観客を感動させるのである。そして，作者は幕聞

を与えるいとまもなく，乙の緊迫した悲劇をいっきに終局に導く。

乙の劇のやまと云えば，二人の主要な修道女の心の交錯であろう。同じ出来事を契機

として， la Sreur Fran~oise は突知光明を見出すのに反して， la S田ur Angelique は疑

惑の深淵IC沈んでゆく。そして，乙うした動きの触媒の役をするのは大司教である。ま

た，個々の人物を離れて全体をみれば， J.-J. Gautier も指摘しているように， ordre と

desordre との闘いである。 purs と impurs との争いとも云い得るであろう。権成をふ

りかざす当局者と．不屈の精神を以て闘う少数の尼僧たち。太陽王と云われる jレイ 14

世治下におけるレジスタンスであるから，彼女らの抵抗がどんなに勇気のいるものであ

ったか，又それだけにジャンセニストの信仰がいかに強烈なものであったかが推量され

る。乙の精神は抵抗運動の精神にも通じるのではないだろうか。そして，裏切者 la

S倍ur Flavie のような存在は対独協力者ともみられよう。

(17) 

La S田ur Angelique de Saint-Jean. 

主人公ともみなすべき乙の修道女について究明するととがこの作品を解くひとつの鍵

になると思われるが，先づ実在の Angelique はどのような女性であっただろうか。

彼女は Robert Arnauld d’And illy の次女で， 1624 年 11 月 28 日に生れた。（従ってこ

の芝居では 39 才 9 カ月と記しである。）幼時から Port-Royal に入れられて宗教教育を

うけ，長じては maitresse de novices （修練士長）として若い修道女の養成につとめた。

la mere Angelique と la mere Agnes との二人の叔母があったが，彼女はこの芝居に出

てくる Agnes の方により深い親しみをもっており，本当の母のように感じていたようで
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ある。 Pascal の妹 Jacqueline とも親交があったが，乙の友人の早世は Pascal の死とと

もに彼女に大きな悲しみを与えた。（1’Augustinus）に有罪の判決が下ったのは 1653 年

で，それ以来の紛争であったが， 1664 年 8 月 26 日，モンテルランの（Port・Royal) Iとみ

られる通り， 12 名の被追放者の一人となり， Port-Royal を追われ，アノンシアード修

道院に連れて行かれたのである。修道院とは云うものの鍵をかけられ，外界との接触を

いっさい絶たれた牢獄生活で， 9月の初めから 10月の中旬にかけて特に信仰の疑惑に悩

んだ。（モンテノレランの芝居では， 乙の crise de conscience の予想が 8 月 26 日の中iと

おり乙まれている。）しかし，彼女は苦難によく堪えて署名を拒み続け， 11 カ月後，

1665 年 7 月には Port-Royal des champs へ移され，とこで（Relation de captivitのを

書く。（乙れは当時の Port-Royal に対する迫害を知るに重要な文献である。） 1669 年

la paix de l’Eglise lとより解放された後は衰退期の Port-Royal のために尽力し， 1678

年僧院長になり， 1684 年 4 月 1 自に亡くなるまでとの職にとどまった。

Sainte-Beuve は（Port-Royal）の中で彼女のことを次のように記している。（une ame 

forte, triste, tendre, capable de toutes les belles agonies, une ame grande aussi dans 
(18) 

son ordre et admirable），また（une ame malade）とも書いている。乙れを読んでもわ

かるように，強さとともに弱さを，頑固さとともに優しさをあわせ持つ複雑な性質，自

らを苦しめる傾向を持つ女性であり，モンテノレランがよく云う（Alternance) （交互性）

を一身に蔵するドラマティクな人物である。 Angelique は Port-Royal の第二の世代

(seconde g釦eration）の中では， Pascal は別として，最も才能があり最も重要な人物で

あった。モンテノレランは特に Angelique につき多くの資料を調べ，細心の注意を払っ

て描いている。

La S田ur Fram;oise の方は， Christine Briquet という修道女をモデルlとして作者が創

造した人物である。大司教の訪問の結果二つの魂は相反する方向に分れるが， Angelique

の苦悶が克明に描かれているのにくらべ Fram;oise の転換は鮮やかではない。（Robert
(19) 

Kemp）しかし，二人の尼僧の別離の場面は，作者がとれまでに書いた戯曲のどの幕切
(20) 

れよりも悲壮である。（Georges Bordonove) Angelique はモンテノレラン好みの人物であ

るし， Port-Royal とジャンセニスムはモンテノレラン好みの背景であり， Marcel Jo曲組・
(21) 

de au が云う（climat de Montherlant）であるだけに，乙の作品が彼の最高の傑作と称さ

れるのもうなっーかれる。
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Montherlant と Catholicisme

(Port・Royal）は，（Le maitre de Santiago), (La ville dont le ｷprince est un enfant) 

「少年が君主の町」（1951）とともに，いわゆるカトリック三部作をなすものである。

騎士団の ordre，学校の ordre，次に修道院の ordre を取扱ったのである。

(Le maitre de Santiago）も（Port-Royal）も， purete への同じ渇望， sacrifice への

同じ意欲をあらわし， don Alvaro と la Sreur Angelique との聞には多くの類似点が見

出される。先づ，二人とも人並はずれて orgueilleux である。信仰とは自己を完全に放

棄することと考えており，人間愛は全く無用だと信じている。彼らはまた，俗世から追

放されているものと感じており，世間は彼らに縁のないものと，思っている。しかし，二

つの作品の聞には次のような違いもある。 don Alvaro は希望という翼の羽ばたきによっ

て上昇するが， la S偲ur Angelique は絶望の淵に沈降する。 Santiago では，犠牲が救

いだという確信の上に立っているが， Port-Royal を支配しているものは無償の苦しみ，

苦しみへの欲求である。一方はカスチリヤの騎士たちのやや狂気じみた christianisme

であり，他方は無言の諦めの christianisme，苦悩の christianisme である。最後の場面

にしても， Santiago では，父と娘は祈りの姿勢の中でー諸になり，神の方へ向上する

が， Port-Royal では， la S偲ur Angelique と la S田町 Fran~oise は互にわかれ，明る

さは見出されない。

(La ville dont le prince est un enfant）は初期の小説（La releve du matin）「暁の

交替」（1920）と同じく，作者が少年期の一部を過した Neuilly の College de Sainte・

Croix を舞台にした（inspiration catholique）の作品である。
(22) 

Henri Perruchot は Montherlant 論の中で，カトリック三部作がいづれも共同体（騎

士団，学校，修道院）を舞台にしている乙とに注目し，作者が共同体の生活を好む乙と

を強調している。実生活では，学校，スポーツ，戦争などを通じて Communaute を体

験したが，その好みは後までも続き，作品の中にあらわれているのである。

自分で incroyant だと称しながら，こうした宗教三部作を書くのは奇妙である。モン
(23) 

テルランは，（Un voyageur solitaire est un diable）の中で次のように云っている。「ぼ

くは信仰をもっていない。しかし，何をしても，洗礼がぼくをカトリックにしている。j

「ぼくは明らかにカトリシスムの外側に立っている。そこから，さまざまな態度でカト

リシスムを見，ぼくの精神生活や詩的生活に適するものを取り入れるのである。つま

り，カトリシスムを人間的に行使するのだ。」
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(24) 

また， Jacques de Laprade によれば，モンテJレランは何でも受け入れる人だから，厳

Lい宗教でも肉感的な異教でも受容する。彼は deiste でも， positiviste でも， mahome­

ta in でも， bouddhiste でも， existentialiste でも theosophe でも何でも望み通りのもの

になり得るし，自分の宗教を自分で創り出す乙ともできるだろう。多面的であるととは

モンテノレランがしばしば云う（alternance）と関連する。彼自身も，（Le maitre de Sanｭ

tiago）のあとがきに，「自分の作品の中にはキリスト教的血脈とぐ遭神的〉（或はそれよ

りももっと悪い）血脈があり，ぼくはそれらを交互に（alternativement）養っている」と

書いている。

モンテノレランはカトリック的作品を書いても， Bernanos や Mauriac のようなカトリ

ック作家とは違う。（Port-Royal）にしても，キリスト教的立場より Port-Royal のヒロ

イズムを愛しているように思われる。大体ヒロイズムはモンテノレランの芸術の根底をな

していると云い得るだろう。迫害に対する修道女たちの抵抗はまことに悲壮である。自

分を善良なジャンセニストであると信じ，権力と妥協しないのが彼女らの罪なのだから

全く犠牲者のドラマである。 Port-Royal は平和な修道院ではなく，乙こでは人聞の苦悩

の場である。要するに，（non）と云う situation である。作者は（Un voyageur solitare 

est un diable）の中で，「ぼくは常にやon）と云う乙とを強制されており，（non）と云

わずには書くととはできない」と洩らしている。 don Alvaro も la S田ur Angelique を

はじめ Port-Royal の尼僧たちも亦（non）と答える人々である。 Anouilh が（Antigone)

の中に求めたものをモンテノレランも探究しているように思われる。

文体
(25) 

文体に関しては，われわれ外国人には評価しかねるが， Gabriel Marcel, Jacques Leｭ
く26)

marchand その他多くの作家，批評家が筆を揃えてくPort-Royal）の高貴な文体を激賞し
(27) 

ている。しかし，また， Pierre de Boisdeffre のように， (Port-Royal）の言葉は労せず

して 17 世紀の調子を取戻しているがそれは m bel exercice litt仕aire であって魂より

も知性に訴えるものであり， Bernanos の（Dialogues des Carmelites）ほど観客の心を

打たない，というような意見もある。いづれにせよ，古典的な格調の高い文体で， Racine

の芝居などと同様，邦語に移すととは殆んど不可能であろう。

（この小論はモンテノレランの戯曲研究の一環をなすもので，さきに発表した「モンテ
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Jレランの戯曲における父と子」（慶応義塾創立百年記念論文集法学部第三部）及び

「〈死せる王妃〉にあらわれたモンテJレランの特質J （法学研究別冊教養論叢第六号〉

と併読されるならば幸いである。）
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